
令和６年度

帯広市立豊成小学校
研究まとめ



今年度の研究の
ふりかえり



研究主題

「教わる」から「学ぶ」

授業への転換

～“できた！わかった！成長した！”を実感させる学びのデザイン～



サブテーマについて

～“できた！わかった！成長した！”を実感させる学びのデザイン～

①個別目標

②ゴールまでの道筋

③ふりかえり など

学ぶことの楽しさ



研究仮説①
課題に対して一人一人が目標をもち、ゴールまでの

道筋をつくることで、見通しをもって学ぶ子どもを育

てることができるだろう。

①個別目標を立てる

教師

単元で身に付けさせたい力、

指導事項を確認。

教材研究。授業展開。

子ども 意欲UP！ 目標意識

目標設定する力が身に付く。
→頑張りどころがわかる！

→なりたい！できるようになる！

「楽しそうに学習する姿が以前より見られ

るようになった。」「必要感をもって学習

していた。」（教師アンケート）



自分の考えを説明することを
頑張ろうと思っている人は、
手をあげてください。

低学年ブロック作成 個別目標シート



中学年ブロック作成 目標シート

体育科では、運動をしなが
ら、オンタイムで個人目標
への自己評価（振り返り）
をしました。

社会科では、自分が知りた
い、調べたいと思った学習
課題の解決を個人目標とし
て、学習したことをまとめ
ていきました。

（子どものロイロノート）



高学年ブロック作成 個別目標シート



特別支援ブロック作成 個別目標シート

個別目標を板書
・本人の目標意識を高める。
・友達の目標を知ることでよいところを認め合うなど、
社会性を育む。



特別支援ブロック作成 個別目標シート

個別目標を板書
・本人の目標意識を高める。
・友達の目標を知ることでよいところを認め合うなど、
社会性を育む。

Step-up学級では、教師とともに目標の振り返り



研究仮説①
課題に対して一人一人が目標をもち、ゴールまでの

道筋をつくることで、見通しをもって学ぶ子どもを育

てることができるだろう。

②ゴールまでの道筋をつくる

教師

単元計画

・身に付けさせたい力。

・ゴールの見える導入。

・主体的な学びのある展開。

子ども 学習の見通し 交流の必要感

何ができるようになればよいのかわ

かる。

自分たちで「えらぶ、きめる」自発

的な場があることで、学習参加意欲

が増し、主体的に学ぶことができる。



中学年ブロック 単元を通しての学び（ロイロノート 児童作成要約文）



高学年ブロック 単元を通しての学び（ロイロノート）



研究仮説②

子ども 喜び、自信

個別目標の到達度を確認し、成長し

た自分を実感！

「できた！わかった！成長した！」

が自信につながる。

できた！わかった！成長した！を実感する手立てを

講じることで、学ぶ楽しさや喜びを実感し、自ら進ん

で学ぶ子どもを育てることができるだろう。

③振り返り

教師

・成長が見える単元構成

・授業展開

・振り返り



高学年ブロック「成長した！」を実感中学年ブロック「わかった！」を実感



児童アンケート 学力向上コーディネーター分析より一部抜粋



２年間の研究を
振り返って



教師としての意識改革

子どもの学びを

待つ、見守る

教師の変容

主体性を育む

教材研究

主体性を育む

単元計画
主体性を育む

授業展開

子どもに委ねる



子どもが主人公

えらぶ・きめる

子どもの変容

積極的な
交流

学習意欲↑
学習参加↑

学習・生活場面

自主性↑

主体的な学び



通常学級・支援学級
互いに授業を観合える

研修計画

研究の変容

授業者だけではなく、
ブロックで
つくる授業

個人研修

全員授業公開

通常学級・支援学級
共通仮説

公開研
ブロック１本授業

意見を言い合える
事後研

模擬授業

研修データ共有
（研究部クラスルーム、

ロイロ活用）

チャレンジできる
研修体制

協働研究
全員参加 研修日、

日数削減



【子どもの課題】
自主性がぽつぽつと（現在）→自発的な取組→主体性（目指すところ？）

【教師の課題（本校の研究テーマにかかわって）】
低位の児童、知的学級の児童への委ねる場面の比率や指導
主体的な学びと指導事項の兼ね合い

【研究部の反省】
授業展開におけるパターンの提案が必要であったか。
子どもの「えらぶ・きめる」に必要な素地づくりの提案が必要であったか。

【課題（研究テーマ以外）】
探究的な学習、書く力の低下、算数の定着



【来年度の研究について】

方向性は、主体的な学び 教科・領域未定

公開研究会 今年度と同様

ブロック研修の充実

全員授業公開



少し思い切った研究主題に
挑戦できたのは、

豊成小の先生方が、真面目でやる気があって
新しいことに柔軟に対応でき、

協力し合える方々の集まりだからです。

研究部に力不足な点もあったと思いますが、
本当にありがとうございました。

来年度も、子どもたちが楽しく学ぶために、
わたしたち教師も楽しむことができる
実りある研修にしていましょう。


